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第 5 鰻
編集先発行人

朗氏町役場内

九里道守

印刷所高 田印刷所

一
郷
土
の
史
蹟
名
勝
を
訪
ね
て
一

ひ

笹

の

港

JI( 

さ

旧
泊
町
と
宮
崎
村
と
の
境
界
を
耐
す
る

笹
川
の
流
域
に
笹
川
の
衆
浴
が
あ
る
。

秘
的
相
時
代
の
ぢ
火
器
を
見
る
と
古
く
は

篠
川

（・夕、
．刀
ハ
）
の
ネ
セ
多
く
問
い
ら

れ
た
が
後
に
な
っ
て
笹
川
の
字
も
混
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
主
永
以
後
笹
川
の
文

字
を
用
レ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

笹
川
は
問
団
山
を
続
ら
し
、
菅
川
の
渓

流
そ
の
中
む
元
札
、
三
る
と
こ
る
、
篠
が

サ

繁
茂
し
て
い
た
の
で
、
探
郷
と
称
し
、

、
ゴ
ー
を
間
流
す
る

川
宏
篠
川

〈笹
川
）

と
称
し
た
そ
れ
が
村

名
に
何
時
し
か
変
じ

て
い
っ
た
と
い
担
え
ら

れ
て
い
る
。

「
越
後
治
乱
期
」

乙
天
正
十
二
年
、

あロ
守5 第.l') 

如
く
、
或
は
玉
と
砕
け
花
左
散
る
よ
う

に
、
姿
を
か
え
て
た
ぎ
り
落
つ
る
状
は
正

に
奇
観
、
秋
は
紅
葉
を
貨
で
L
此
の
辺
り

に
杖
す
ひ
く
者
が
跡
を
絶
た
な
い
。

天
正
十
三
年
、
宮
崎
城
主
小
塚
茶
の
開

法
に
か
L
る
正
覚
寺
は
そ
の
由
緒
も
古
く

自
然
の
山
形
に
池
を
配
し
た
出
闘
は
、
明

治
の
小
期
、
泊
町
の
茶
人
服
村
洗
心
の
作

と
か
え
ら
れ
、
部
む
し
た
山
胞
の
風
川
は
突

に
名
状
し
妹
く
、
部
を
附
つ

｝l
山
村
に
、

茶
人
の
設
計
附
判
明
飛
に
な
る
名
闘
は
近
時
、

文
人

客
の
当
守
党
訪
れ
る
も
の
数
多
く

そ
の
査
で
肋
は
加
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
七
五
の
滝
、
七
郎
十
日
衛
門
淵
山
中
刊
に

一
荻
を
ひ
く
者、

ス
此
の
寺
の
庇
に
い
此
を
H
U

写
誌
説
明

（ト
一）

七

重

沌

（上
下
）
疋
党
考
の
・
挺

（下
右
〉
瓦
輸
塔

（下
左
）
純
文
土
器

＇，＇： （«·~；：：手：t：手
でしけ
． 

あで
る、笹
。知川
．るの
人名
ぞJr,)
知の
る一
名つ
圏と

一泊
の
成
人
式
一

第
八
回
泊
地
区
成
人
式
は
一
月
十
五
日
午
－

後

一
時
か
ら
朝
日
町
役
場
議
会
議
場
で
行

わ
れ
た
。
本
作
伎
の
成
人
者
数
は

一
九
六

名
で
昨
年
度
よ
り
七
十
名
ほ
ど
多
か
っ
た

の
は
臼
斑
紡
州
側
、

北
陸
化
工
に
成
人
者
が

多
か
っ
た
こ
と
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
当

日
は
十
数
年
ぶ
り
の
大
宮
だ
と
い
わ
れ
た

が
元
気
な
若
人
た
ち
は
定
刻
に

一
二
O
名

位
参
集
し
た
。
式
は
大
平
教
育
長
の
式
辞

に
始
り
、
金
森
朝
日
町
長
、
小
坂
町
議
会
圃

議
長
代
制限
、
坂
東
教
育
委
員
長
の
祝
辞
、
一

成
人
達
の
学
校
時
代
の
恩
師
を
代
表
し
て

一

向
治
小
学
校
長
の
激
励
の
詩
、
朝
日
町
連
一

代
日
百
年
日
長
の
祝
辞
が
あ
っ
て
、
成
年
を
一

代
求
し
て
本
村
正
忠
君
の
背
年
ら
し
い
法
一

政
と
深
い
反
行
に
み
ち
た
答
併
が
あ
っ
た

一

式
一
仮
説
泌
会
に
う
つ
り
お
山
大
学
文
理
学
－

部
長
飛
回
万
年
向
上
は
芯
き
日
の
思
い
出
－

t
現
代
百
年
に
対
す
る
希
望
に
つ
レ
て

一
一

時
間
以
上
に
わ
た
る
講
演
が
あ
っ
た
。

一

一院
附
の
あ
ふ
れ
る
博
士
の
説
演
に
は
満
州
切
甲

一
の
詩
人
に
深
レ
感
激
の
表
怖
が
見
ら
れ
・た
一

一叫削
減
後
記
念
出
山
町
り
を
し
て
式
を
終
f
し
た

－

一が
感
銘
し
ム人
目
次
円
年
五
i
名
は
柴
凶
教
一

一山川
合
か
こ
ム
必
然
に
く
つ
ろ
レ
で
午
後
五

－

一時
ま
で
陪
談
会
な
統
け
た
。
な
お
当
U
は
戸

一米
賓
と
し
て
山
的
助
役
、
他
派
休
協
会
民
一

一氷
山
円
財
人
会
氏
、
リ
刑
公
民
館
辿
尚
V
日米町
民
の

一

一小
川判、…
一い
附
、
水
野
、
九
州
沖
、
梅
沢
、
の

一

i

一－d
氏
が
見
え
た
。
川
公
民
館
か
ら
記
念
品
一

家
1

一
と
し
て
問
先
枕
湯
舟
，b
・鴻
b
れ
と
J

．． 
」
1 



、
－

月

十

・

九

日

の

「

成

人

の

日

」

わ

朝

日

前

成

年

に

遺

し

た

と

云

う

こ

と
川
両
親
ゃ

町
全
管
下
の
成
人
式
が
そ
れ
介
＼
各

地

区

兄

弟

の

・

出
穫
を
受
け
な
く
と
も
独
立
F
歩

の
公
民
総
主
悩
の

も

と

に

雌

大

に

挙

行

さ

一

の
域
に
達
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
ま

れ
た
。

合
計
．K
一
八

名

の

成

人

者

の

掛

川

年

一

ず
。
尚
文
、
国
民
と
し
て
参
政
樹
が
附

見
k
諸
討
を
祝
福
し
激
励
し
た
。
（
境
地

－

一与
さ
れ
、

民
法
上
或
は
刑
法
上
成
年
者
と

域
は
二
汀
正
月
の
た
め
式
は
ま
・
こ
や

y
ら
一

昭
和
三
十

一
年
の
新
春
宮
迎
え
第
八
回
一
し
て
独
立
の
人
格
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

れ
な
い
）

T

二

目

の
成
人
の
自
に
当
り
さ
一
事
に
達
一
げ
ま
す
。

成
人
者
諸
君
は
勿
論
成
人
に
達
せ
ら
れ
三
ら
れ
た
成
年
男
女
諸
君
と
一
堂
に
会
す

一

今
や
我
が
国
の
議
会
政
治
は
高
度
の
二

な
レ
今
日
迄
も
同
家
社
会
の
重
要
な
構
成

一
る
こ
と
を
得
ま
し
た
こ
と
は
私
の
最
も
欣
一
大
政
党
時
代
の
実
現
を
見
る
に
至
ウ
た
の

貝
と
し
て
の
役
刻
を
演
じ
、
荷
っ
て
来
ら
一
快
と
す
る
処
で
あ
り
ま
す

e

一
で
あ
り
ま
す
が
、
此
の
健
実
な
発
展
は
実

れ
た
の
で
め
る
が
、

満
二
十
「
に
な
り
、
一
惟
う
に
、
我
々
人
生
に
と
り
ま
じ
て
満

一
に
我
々
の
完
全
な
選
挙
機
の
行
使
に
よ
っ

レ
わ
ゆ
る

T
な
に
な
る
と
法
律
の
上
で
一
一
一
十
才
に
達
し
た
と
云
う
こ
ら
、
唯
単
一
て
達
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

は
一
人
前
の
人
格
あ
る
人
間
之
し
て
扱
わ

一
に
心
身
の
発
達
を
来
し
た
と
云
う
こ
ど
の
一
法
律
上
独
立
の
人
絡
を
認
め
ら
れ
る
と

ー

み
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
未
成
年
者
一
云
う
こ
と
は
、
諸
君
の
一
挙
一
動
に
各
自

師一

一
人

一
人
が
責
任
を
持
っ
と
云
う
こ
と
で

開
一あ
り
ま
す
ァ

・

周
一

「

一
国
の
除
額
の
如
何
を
卜
す
る
に
は

欄
一
共
の
背
年
男
女
を
制
よ
」
と
言
は
れ
て
居

聞
一り
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
悶
を
造
り
町
を
造

＼
－
る
原
動
力
が
青
年
の
双
府
に
か
与

っ
て
い

る〉」
云
う
の
で
あ
り
ま
す
。

(2) 白
ぢ5 第ひ

・－向向向向’－’..... ’‘ - - 旬開切内町内向向向向”‘・

日」

の

ぷ君

る も

の

当

行

期待す

「成人

さ

人成

あ
れ
る
訳
で
、

此
の
点
か
ら
し
て
人
生
に
於

け
る
一
大
幽
期
的
段
階
と
し
て
の
成
人
式

会－意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
の

お
こ
な
う
こ
と
に
対
し
て
正
し
い
判
断
を

ar
－持
ち
、
そ
の
お
こ
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て

併

一
み
ず
か
ら
責
任
を
と
る
だ
け
の
能
力
を
そ

げ

一な
え
た
人
間
と
し
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な

川

一
ら
な
レ
こ
と
に
な
る
択
で
あ
る
。

は

一

諸
君
の
・m恥
’J
，t
ほ
し
た
こ
と
を
郷
党
、

｝
一
国
家
、
社
会
が
心
J
E

ら
祝
稿
．す
る
と
同
時

y
a－
－
に
、
又
こ
れ
か
ら
m
l

諸
君
の
社
会
人
と
し

り日

『
て
の
活
躍
に
期
待
す
る
も
の
は
そ
れ
だ
け

市

一
に
強
く

E
大
で
あ
る
、
幸
い
に
自
重
自
愛

時

一
さ
れ
ん
こ
と
を
。

同
－
F

左
・に
関
係
各
位
の
祝
辞
を
掲
講
じ
て
祝

意
を
表
す
る
。

激
励
の
辞
町

長

金
森

吟

写
真
は
泊
の
成
人
式

辞

統

朝
日
連
青
団
長

諸
君
の
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚

し
、
み
ず
か
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
背
年

を
祝
う
成
人
の
日
に
当
り
、
朝
日
町
述
合

背
年
間
を
代
表
し
、
心
か
ら
お
視
の
言
葉

を
述
べ
ま
す
。

終
戦
後
の
民
主
々
義
教
育
で
、

合
間
精
神

が
若
レ
人
の
心
を
は
ぐ
く
み
、

封
建
制
の

崎
県
は
次
第
に
ぬ
ぐ
い
去
ら
れ
た
り
と
云

え
ど
も
戦
後
十
年
来
だ
に
多
く
の
問
題
を

震
荷
に
背
負
う
現
社
会
情
勢
に
お
い
て、

諸
君
は
戦
乱
の
十
年
聞
に
生
き
、
戦
後
の

十
年
聞
に
育
っ
て
年
少
の
身
ぢ
か
に
、

全
く
混
乱
と
受
難
の
中
に
き
び
し
レ
試
練

と
苦
悩
を
体
験
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

然
し
、‘
そ
の
全
年
月
の
期
間
に
も
屈
せ
ず

し
か
も
若
竹
の
芽
生
え
の
如
く
強
く
生
き

抜
き
今
日
の
成
人
の
臼
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
私
共
青
年
団
員
と
し
て
、
ひ

と
し
を
そ
の
意
を
体
得
し
諸
君
と
共
に
喜

び
に
た
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
椛
の
一
享
有
は
出
生
に
始
ま
り
、
満
二
十

年
を
以
っ
て
成
年
・
と
な
り
諸
君
も
選
挙
梅

を
有
す
る
等
、
課
せ
ら
れ
る
責
任
と
義
務

総
利
も
大
き
く
、
自
分
自
身
の
人
絡
の
尊

厳
を
自
覚
さ
れ
あ
わ
せ
て
他
人
の
人
絡
を

も
時
重
し
立
派
な
社
会
の

一
貝
と
し
て
は

げ
し
い
若
さ
を
み
な
ぎ
ら
せ
、
政
治
上
経

前
上
の
訪
問
胞
を
の
り
こ
え
て
町
．
つ
く
り

国
，
つ
く
り
に
精
進
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り

し
ま
す
。

今
日
か
ら
更
に
何
如
な
る
背
難
に
あ
た
ろ

う
と
も
、
お
よ
そ
意
気
を
も
っ
て
突
進
す

る
と
こ
ろ
に
困
難
は
な
く
人
生
の
偉
業
が

存
在
し
光
明
を
見
い
出
せ
る
の
で
す
。

私
共
も
諸
君
と
共
に
相
た
づ
き
え
青
年

役
場
の
泡
話
器
信
号

朝
日
局

四
四
O
番

執

務

中

交
換
台
に
於
て
各
諜
切
換

執
務
時
間
外

四
回
O
香

代
表
＠

（
街
直
室
）

聞
固
‘一
審
E

穂
務
課
l
二
階

四
回
＝
香

教
育
委
員
会
又
は
公
民
舘
一
a

岡
田
三
番
．

牧
入
役
室
l
階
下

昭
和
三
十
一

年
は
希
望
に
輝
く
年
で
あ

り
、
そ
の
希
望
を
達
成
せ
し
む
べ
き
年
と

な
し
度
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
日
ソ
交
渉

が
再
開
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す。

国
連
加
入
を
期
す
べ
き
で
あ
り
ま
す

日
韓
闘
交
調
整
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
賠
償

問
題
等
外
交
上
の
み
な
ら
．
す
、
内
、
議
会

政
治
の
運
営
、
経
・
柄
自
立
態
勢
の
確
立
等

多
事
多
端
で
あ
り
ま
す
。

我
が
朝
日
町
亦
町
村
合
併
の
趣
意
を
再

認
識
し
二
万
五
干
の
町
民

一
致
協
力
、
小

異
を
捨
て
、
大
同
に
つ
き
、
諸
般
の
施
策

を
達
成
し、

以
て
町
勢
の
飛
躍
的
伸
張
を

期
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

国
造
り
町
．
つ
く
り
の
ム原
動
力
た
ら
ん
と

す
る
成
人
者
諸
君
、
諸
君
は
愈
々
諸
般
の

情
勢
を
深
く
認
識
さ
れ
ま
し
て
、
続
々
健

康
な
身
体
を
鍛
練
さ
れ
、
良
識
あ
る
教
後

を
悩
む
よ
う
励
ま
れ
ん
こ
と
を
切
明
致
し

ま
し
て
成
年
者
と
し
て
の
門
出
を
祝
栴
す

ゐ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

団
活
動
を
通
じ
共
に
は
げ
み
あ
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

諸
君
の
他
肢
を
お
祈
り
じ
、
祝
辞
と
し
ま

す。

8 

西島友行

十
五
日

基
本
選
挙
人
名
簿

昭
和
三
十
年
九
月
十
五
日
現
椛
調
製
法
本

選
準
人
名
簿
の
限
定
人
民
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す

投
票
区
名

男

女

計
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家

庄

七

九
O
八
四
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第
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第
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五
箇
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五
一
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四
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二
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二
．
0
三
八
二
凶
七
一
四
‘
五

O
九

宮
崎
第
一

＝
二
二
三
六

八

六

八

。

郷
二

三
五
七

二
九

七

六

五

凹

境

第

一
州
O
九

凶

六

八

八

七

七

第
二

八

五

九

六

一

八

一

n4υ

の
H

U
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ヨ
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《yu
n

H

U
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計

J

J

J

nhυ

n

va

a
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噌
E
A

昨
年
に
比
し
て
男
で
は
二
一
八
人
の
増
と

な
り
女
で
は
反
対
に
六

一
人
の
滅
と
な
っ

た。

i町；
；政；
日；
誌j

団長

日

新
年
祝
賀
名
刺
交
換
会
（
於
泊

『

高
等
学
校
講
堂
〉

一

役
場
御
用
始
め

一

消
防
山
川
初
め
式
並
び
に
使
良
問

一

民
表
彰
式

一

宮
崎
自
然
博
物
舘
峻
功
検
査

一

町
級
会
文
厚
委
員
会
・

一

検
祭
容
査
員
候
補
者
選
定
の
く
一

じ町
議
会
建
設
委
員
会

町
財
政
に
関
す
る
打
合
会

選
挙
管
理
委
員
会

成
人
式

六四

日日

十七

日日

十
二
日

十
四
日



昭
和
三
十
一
年
度

各
校
下
団
新
役
員
編
成

連
育
機
構
の
運
営
制
度
改
正
後
、
初
の

し
各
校
下
回
の
役
員
改
選
が
、
山
崎
校
下
回

昔
、
｝
ツ
プ
に
そ
れ
ム
＼
行
な
お
れ

昭
和
三
十
一
年
度
青
年
団
活
動
の
育
成

に
適
進
ず
る
こ
之
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
一
一
月
下
匂
品
開
催
さ
れ
る
連
青
組
会
で

連
帯
円
役
員
改
選
後
、
名
実
共
に
若
い
世
代

の
、
ぃ
．
ふ
き
に
向
っ
て
進
む
こ
と
に
な
っ

た
。
各
校
．
干
の
新
役
員
次
の
通
り

山
崎
校
ド
問

団

長

副
団
民
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い掲第十こ期をし今利三
。げし対す

r「 てて --
選朝 有得lるて月

挙 権者た自新者有将軍 卜管 中覚］正
理日 ののの 日

委’ 考参ー感想文 の
会県町 に篇を より人成
、』...／

たし次に募を選挙の日

新
有
権
者
と
合
っ
て

近

藤

朝

子

宮

崎

校

下

回

解

散

一

五

グ

庄

枕

下

の

優

良

境
校
下
団
旧
正
月
に
改
選
一

青
年
団
員
表
彰

去
る
一
月
十
四
日
、
宮
崎
小
学
校
に

一

朝
日
町
連
合
背
年
間
及
び
、
朝
日
町
教

臨
時
聴
会
を
招
集
、
次
年
度
、
活
動
方
針
一育
委
員
会
、
五
ケ
圧
校
不
青
年
間
で
は

及
び
役
員
改
選
を
は
か
っ
た
と
ニ
ゐ
、
新
十
成
人
の
目
、
次
の
三
君
を
、
優
・
民
背
年

役
員
選
定
が
困
難
な
た
め
、
遂
に
解
散
を
一
団
員
と
し
て
表
彰
し
た
。

決
議
し
た
、
前
年
度
、
連
青
と
歩
調
を
A
Aロ
後
輩
指
導
に
滋
力
し
た
。

せ

、

活

発

に

活

動

し

て

い

た

だ

け

に

、

各

月

山

分

間

水

野

敏

去

方
面
か
ら
惜
し
ま
れ
て
い
る
が
、
再
び
背
視
聴
覚
教
育
の
普
及
に
づ
く
し
た

年

活

動

の

場

に

姿

を

現

さ

ん

こ

と

を

、

望

草

野

分

間

広

出

和

夫

ま
れ
て
い
る
。
尚
、
境
技
下
団
の
新
役
員
強
力
な
団
活
動
の
推
進

改

選

は

、

旧

正

月

行

わ

れ

る

予

定

桜

町

分

間

問

中

石
児
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の
・

γ
裏

道

・・．

日
H
M

一
樹

「
怒
智
一
賭
博
は

一γ

…

断

然

や

め

よ

う

』

金
儲
け
に
も
表
街
道
、
裏
街
道
と
い
ろ

／
＼
あ
る
が
－「
忠
銭
身
に
つ
か
ず
」
と
云

う
こ
と
は
古
今
一
東
西
変
ら
な
い
で
あ
ろ
う

北
陸
特
有
の
冬
ご
も
り
の
季
節
に
入
り
三

人
寄
れ
ば
何
と
や
ら
で
、
培
博
の
悪
習
は

．今
日
な
お
あ
と
を
た
与
な
い
よ
う
．た。

最
近
入
善
即
時
一
察
者
で
、
踏
銭
拾
壱
万
余

円
也
ど
一
広
う
大
路
博
を
検
挙
し
た
一
幕
は

三
」
う
だ
。

T

か
ね
て
・内
偵
中
で
あ
っ
た
博
徒
の
動
静

J

が
調
の
自
の
よ
う
に
張
ら
れ
た
情
報
線
か

ら
逐
一
手
に
取
る
よ
う
に
入
る
。
捜
査
貝

は
全
員
捕
縛
の
態
勢
で
大
雨
を
つ
レ
て
、

点
綴
す
る
ワ
ラ
ニ
ク
を
盾
と
し
て
夕
晴
せ

ロ
す第 .:!5 ひさ

（農：
i業i
；基j
；本J
．調J
j査；
！っj
jて（

あ
本
年
二
月
一
日
現
在
で

農
業
経
営
の
実
感
を
明
ら
か
に
し
、
右
効

適
切
な
農
業
再
策
の
資
料
合
－
得
る
た
め
に

県
内
の
全
農
家
に
お
け
る
伐
業
経
営
の
基

木
的
事
項
に
つ
レ
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

調
査
事
項
は

－
常
住
性
格
貝
吹
及
び
そ
の
就
菜
状
況

2
過
去
一
年
間
の
出
生
、
死
亡
、
転
入

転
出
状
況

3
兼
業
農
家
の
ぷ
業
位
入
訓
令
別
股
家

数
4
経
営
耕
地
及
び
探
ポ
地
而
陥

－
5
聞
の
枚
数
及
び
田
畑
の
同
地
数

6
土
地
改
川氏
を
要
す
る
凶
の
而
楠

7
水
聞
の
紛
恥
状
況

8
冬
作
物
の
作
付
耐
伯

9
家
畜
家
き
ん
の
的
背
一
地
羽
数

叩
サ
イ
ロ
の
所
有
状
況

胞和31年1月20日発行

ま
る
賭
場
を
包
閉
し
た
。
限
法
い
た
．し

ι．一
の
除
事
に
凝
り
、
夜
更
け
ま
で
続
け
、
そ

－

見
て
取
っ
光
係
員
は
、
サ
ア
ツ
／
と
現
場
一
の
結
果
持
金
を
な
く
し
、

遂
に
は
ふ
十
財
産

へ

な

だ

れ

込

む

。

－

ま

で

も

失

い

、

安

や

子

供

を

路

到

に

迷

わ

「
そ
の
賭
け
テ
ヨ
ッ
ト
待
っ
た
！
」

・一
せ
た
あ
げ
く
、
非
を
犯
す
る
例
が
少
く
あ

二
人
の
見
張
り
に
安
心
し
切
っ
た
賭
徒
や
一
り
ま
せ
ん
。
こ
の
様
に
賭
博
は
叫
・
全
な

客
人
が
「
手
入
れ
だ
／
」
と
感
付
く
に
は

一
勤
労
・
芯
慾
を
弱
め
普
良
な
風
俗
を
棄
し
、

少

し

問

が

あ

っ

た

。

一

社

会

的

に

見

て

も

大

き

な

害

毒

で

す

。

闘
牛
の
如
く
、
戸
、
障
子
戸
を
突
き
破
一
今
冬
こ
そ
は
防
犯
組
合
や
青
年
間
、
帰

り
は
て
は
用
水
に
首
だ
け
出
し
て
遥
げ
か

一
人
会
が
中
心
と
な
っ
て
「
忠
習
の
賭
博
」

く
れ
し
た
が
無
駄
で
あ
っ
た
3

一一
l
家
庭
を
減
す
諸
博
」
（
妻
子
を
路
頭
に

砲
は
査
員
の
目
が
こ
れ
を
見
逃
す
筈
が
な

一
迷
わ
す
ト
博
」
〔
人
聞
を
だ
落
さ
す
ト
博

レ
。
十
数
名
は

一
網
打
紫
、
さ
っ
き
の
元
一
を
断
然
駆
逐
致
し
ま
し
ょ
う
。

気

は

ど

こ

へ

や

ら

議

絡

予

の

中

で

悔

悟

の

一

（

入

善

警

察

署

）

泊
を
流
す
彼
等
で
あ
っ
た
。

皆
さ
ん
、

一
時
の
楽
し
み
の
た
め
に
家

庭
を
忘
れ
、
妻
子
を
捨
て
自
ら
も
滅
び
行

く
こ
と
は
実
に
馬
鹿
ら
し
い
こ
と
で
は
な

い
モ
し
よ
う
か
。

「
雷
魔
が
や
っ
て
来
る
と
、

正
月
気
分

も
手
伝
い
悪
習
の
花
札
、
マ
ー
ジ
ヤ
シ
等

日
家
苦
家
き
ん
飼
料
の
使
用
及
び
購
入

数
量

臼
農
地
具
の
保
有
状
況

日
購
入
肥
料
の
消
費
量

で
あ
り
ま
す
が
こ
の
調
査
は
、
調
査
員
が

個
々
の
後
家
を
訪
問
し
、
面
接
、
き
き
と

り
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

か
ら
農
家
の
皆
様
に
は
格
別
の
御
協
力
を

お
闇
レ
し
ま
す
。

。。。。

き〉コL

納
税

台以付

町
民
税

保
険
税

｝
一月
は
固
定
資
産
税

一
月
の
税
金

第
四
期

第
凶
期

第
四
期

た
ば
こ
は
朝
日
町
て

買

い

ま

し
よ
う

そ
れ
は
？

た
ば
こ
一
個
買
上
げ
る
と
次
の
税
金
が
、

町
の
牧
入
と
な
っ
て
入
る
か
ら
で
す
。

四
五
門
の
ピ

i
ス
一
伺
で
三
円
九
一
銭

一ニ

O
門
の

光

H

二
円
六

O
銭

四
O
円
の
し
ん
せ
い
。

三
円
四
七
銭

一ニ

O
門
の
パ
ッ
ト
H

一
一円
六

O
銭

こ
れ
が
更
に
四
月
一
日
か
ら

ピ

ー

ス

一

側

で

四

円

五

銭

光

H

ニ
円
七
O
銭

し
ん
せ
い
。

三
円
六
O
鋭

パ

ッ

ト

ゲ

ニ
円
七
O
鋭

と
税
金
が
余
計
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す

朝
日
町
た
ば
こ
消
沈
税

現
在
で
ば
約
月
三

O
万
円

入
っ
て
お
り
ま
す
。

一滑
川
川
ゆ
川
市
閣
清
一

（昭
和
三
十
年
十
二
月）

＠
出
生
の
部

山「悶折

谷

博

子

野

沢

斑

也

・
向
沢
智
子

中

島

悦

子

木

材

和

夫

一
枚
井
議
官

松

下

重

樹

五
ケ
庄

浜

川

朗

稲
荷
み
ほ
子

大
家
正

森
田
恵
美
子

宮

崎
口
氏
井
宮
路

折

谷

敏

子

境大
小
平
挙
制

大

平

寸

志

野

中
属
場
偲
之

南

保
字

問

和

弘

土

井

律

子

山

崎
菩
万
七
沢
安
達

肪邦
博江修

＠
苑
C
の
部

泊水
野
の
．
ふ

中

尾

す

み

山
石
田
清
次
郎

五
グ
圧

水
野
正
一

大
家
庄

藤
間
よ
し
え

宮

椅
竹

内

需

雄

I f1岡横大大米
i中 川選平岡

長
J十治

7｝く
l除
問

水
島

。HP
3

手
引

t－

山

本

容

子

江
淵
由
美
子

仙
名
美
穂
子

蓬

沢

茂

美

鹿
態
宍
知
子

佐
々
木
そ
よ

水
品
メ
ド

y

数
家

大
井
二
太
郎

jるi
谷

i告義推作 幸悠
子夫夫 司枝子進

純多
美

敏
彦隆作

ち
し、

江井 山山南稲野前崎
町端森 n 村 川
石崎由保 1t1 

I ）~ミ次氏 t~ j作郎郎隆そ

l M~ ~ ；！矩
｝さ正
郎官

竹
内

む
め

－

－
－

e

・
・・

歳
末
た
す
け
あ
い．．．．． 

運
動
に
つ

レ
て

昨
年
末
町
民
各
位
に
呼
び
か
け
気
の
込

な
人
等
へ
、

温
レ
山
内
心
を
贈
る
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
党
展
開
し
ま
し
た
と
こ
奇
各
一

位
多
数
の
御
賛
同
を
得
て
所
期
の
目
的
彰
一

遣
す
る
こ
と
が
出
求
ま
し
た
。

引

そ
の
成
続
を
左
の
通
り
御
報
告
市
上
げ

圃

る
と
共
に
御
協
力
下
さ
レ
ま
し
た
方
々
の

御
厚
志
に
対
し
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。

戸
U

＠
酸
出
金
品

金

銭

七

四

、

五

戸

ニ

円

白

米

一
石
四
五
二
合

・

大

（

小

）

豆

二

四

六

会

日

用

品

三
八
点

衣

類

七

点

酸

出

世

帯

数

回

、

二

九

六

戸

配

分

世

帯

数

二

三

三

戸

朝
日
町
民
生
委
員
連
合
会

朝
g
町
民
生
課

あ

と

が

き

十
一
年
ぶ
り
の
大
宮
は
、
近
年
の
暖
冬

異
変
に
な
れ
た
北
陸
入
の
意
表
を
つ
い
て

襲
来
し
た
。
用
意
な
き
附
は
、
人
は
特
に

あ
わ
て
ふ
た
め
く
も
の
な
り
。

今
年
成
人
に
述
す
る
こ
と
は
、
昨
年
か

ら、

否
一
昨
何
十
も
、

そ
の
前
か
ら
わ
か
つ

て
レ
た
官
、
心
の
融
制
は
十
分
出
来
て
い

た
訳
、
成
人
樹
君
を
祝
っ
て
第
五
号
を
御
九

手
許
へ
。


